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モンゴ、ノレ高原で、のAMSR-E土壌水分の地上検証実験

（研究会）

モンゴル高原でのAMSR-E土壌水分

の地上検証実験
IH置－811(広大総合科学研究稗）、教山量平｛広大総合科学旬）、小迫俊緩｛東大工学系研科）、太田 智

｛京大工学系研科｝、 玉川’徳(J巨大デーヲ続圏直合樋機｝、山中動（筑大陸緩環場研究センヲー）

1.背景・目的

2.地上土壌水分観測

3. AMSR-Eの土壌水分観測

4. 地上土壌水分と衛星土壌水分との比較
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水文過程のリモートセンシング
とその応用に関する研究
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目的

水文学研究のために、 RSの最
新の技術およびそれに伴う解
析技術について理解・総括し
た成果と有用性について総合
的かっ集中的に議論する。

背景

ロ地球観測衛星ADEOSII・AQUAの地上検証実験／水

循環観測 ---
AMSR in AM Orbit ADEOS-11 Launch: December 14, 2002 -

AMSR-E in PM Orbit EOS Aqua Launch : May 4, 2002 

ロ乾燥一半乾燥地域／モンゴル高原の水循環研究

目的

必AMSR/AMSR-Eの土壌水分測定アルゴリズムの検証

必乾燥一半乾燥地域における長期にわたる土壌水分・植
生に重点を置いた衛星・地上統合水循環観測

植生層放射伝達モデル

放射伝達方程式

九＝偲p(-~ J. Es ・Ts+ [1 -Ct/ cHl・e玄p（圃 tJ]Tc 

九：マイクロ波放射輝度温度（衛星で観測）

，＜：舗と主層の光学的j事さ（測定Jal波数波長と撤ー物水分放の関数）

E，：土壌放射率（七療水分に依存）

え：地表面土壌温度

α，，：単一散乱アノレベド（＝Oと仮定）

え：植生層物理温度

上式右辺第1項：値生局による地表面放射消散



ISWとPIの二つの指標について

Index of Soil Wetness（土泡水分指標）： ISW
e = 1 -r 

Tb,-Tb, 
!SW＝ ’ J 

五（Tb;+Tbi) 

1>j；周波数

高周波数 小， e→大

低周波数 大， e→小

ISWIま土壇水分が多いほど大きくなる
(r:Fr白 nel電力係数（組度の彫響を受けている）

使用周波数低 ：6GHzH偏波
高 ：37GHzH偏波

(1:Fr田 nei電力係数（粗度の影響を受けている）

Polarization Index（偏波指標）： PI 

Tb., -Tb,, 
Pl＝ ’ n 

κ（Tbv + TbH) 

V,H；偏波

裸地では輝度温度lまV偏；演の方がH偏；凌より高い
有車生が地えると差は小さくなる

Tb= ex T 輝度温度＝放射率x物理温度

植生が多いほどPIは小さくなる

使矧｛litl波 18GHzH.V偏波
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地主．モニタリングデータは公開中
[www.ceop.net] 

2001年一 2006年の地上田平均面積水分量
（深度3cmと10cm）の時間変化
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2003年5月中旬－8月下旬のモンゴル高原での
AMSR-E 10日平均土壇水分（JAXAから全疎プ
ロダクトとして公開中（Ver.4.0))

モンゴル高鳳でのA鵬興毛主S水分〈アルゴリズム適用金件：±ll水分：・4鳴以下．・・水分；2均／州以下｛ホ体・・a・幽｝〉



2005年5月中旬－8月下旬のモンゴル高原での
AMSR-E 10日平均土壌水分（JAXAから全球プ
ロダクトとして公開中（Ver.4.0))

モンゴル高原での＞AMSR-E主圏直木分〈アルゴリズム適用象件：土趨水分：e例以下．姐物水分：2Kc/m＇以下｛水体自動償幽｝〉
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今後の主要な水循環観測衛星計画
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おわりに

I AMSR-Eによる土壌水分観測は有用性が高い

I 2003年からのモンゴル高原の気温上昇、降水量減少
に伴って土壌水分は減少傾向！？

I AMSR-E土壌水分（JAXA全球土壌水分プロダクト公
開中）

日長期の衛星地上統合水循環／地表面観測の継続

日複数衛星と地上による統合シナ－ジー観測
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